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伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
伀
企
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【
亀
岡
会
場
】
12
月
12
日

㈭
（
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か)



【
綾
部
会
場
】
12
月
13
日
㈮

（
綾
部
市
中
央
公
民
館
）

で
、
定
員
は
各
50
人
。
い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
４
時

分

の
日
程
で
行
わ
れ
る
。

詳
細
は
、
府
農
業
会
議

（
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
課
）
☎
０

７
５
・
４
１
７
・
６
８
８
８

ま
で
。

施
設
園
芸
を
中
心
に
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
方
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ー

ト
農
業
勉
強
会
が
府
内
２
会

場
で
開
催
さ
れ
る
。

入
場
は
無
料
で
、
実
際
の

装
置
を
見
た
り
、
府
内
農
業

者
の
導
入
事
例
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
、
京
都
府

と
京
都
府
農
業
会
議
が
、
府

内
の
農
業
者
を
対
象
に
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

を
ま
と
め
た
「
地
域
計
画
」

を
12
月
末
ま
で
に
策
定
す
る

活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
農
業
委
員
会
の
委
員

は
、
地
域
の
農
地
を
将
来
ま

で
守
り
活
か
す
た
め
、
地
域

計
画
の
話
し
合
い
に
積
極
的

に
参
画
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
。（

南
丹
市
農
業
委
員
会
）

断
に
つ
い
て
、
12
月
の
定
例

総
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
農
地

台
帳
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に

な
る
。

南
丹
市
で
は
、
現
在
、
各

地
域
で
農
業
者
が
話
し
合
い

地
域
農
業
の
将
来
の
在
り
方

地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）
の
地
域
別
検
討

会
を
開
催
し
、
各
地
区
の
委

員
が
１
筆
ご
と
に
遊
休
農
地

や
非
農
地
の
判
定
を
行
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

７
月
の
改
選
で
、
全
委
員

48
人
の
う
ち
32
人
が
新
任
委

員
に
交
代
し
た
た
め
、
今
年

は
例
年
以
上
に
事
前
の
委
員

研
修
や
目
合
わ
せ
を
行
い
、

各
委
員
が
８
月
に
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
た
。
委
員
が

一
次
判
定
し
た
調
査
結
果
を

事
務
局
が
整
理
し
た
後
、
10

月
10
日
と
11
日
に
地
域
別
検

討
会
を
実
施
。
一
次
判
定
の

結
果
を
再
検
討
し
て
、
本
年

度
の
遊
休
農
地
と
非
農
地
の

最
終
判
定
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
３
２
０
筆
11

㌶
を
非
農
地
化
し
て
い
る
と

判
定
。
こ
れ
ら
の
非
農
地
判

南
丹
市
農
業
委
員
会
は
、

今
年
も
旧
町
（
園
部
・
美
山

・
日
吉
・
八
木
）
ご
と
に
農

従
来
か
ら
の
ア
ポ
イ
ン
ト

商
談
に
フ
リ
ー
商
談
を
加
え

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
実

施
し
、
最
大
で
16
件
の
商
談

を
実
施
し
た
生
産
者
も
あ
っ

た
。
初
参
加
の
生
産
者
も
、

模
擬
商
談
会
に
参
加
し
て
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
後
、
当
日
の
商
談
に
臨

み
、
新
た
な
販
路
開
拓
に
つ

な
が
っ
た
。

京
都
府
と
府
農
業
会
議

は
、
府
内
の
農
業
生
産
者
な

ど
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る

た
め
、
10
月
24
日
、
「
き
ょ

う
と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

・
展
示
会
２
０
２
４
」
を
開

催
。
多
く
の
売
り
手
（
69
事

業
者
）
と
買
い
手
（
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
販
売
業

者
87
社
）
が
参
加
し
た
＝
写

真
。

願
寺
甘
と
う
（
ハ
ウ
ス
３

棟)

、
お
茶
（
94
㌃
）
、
お

米
（
１
６
６
㌃
）
の
生
産
に

励
ん
で
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
と
考
え
、
栽
培
期
間

中
は
農
薬
不
使
用
の
米
栽
培

や
、
万
願
寺
甘
と
う
の
ス
マ

ー
ト
農
業
実
証
実
験
、
Ｊ
Ａ

青
壮
年
部
で
の
勉
強
会
な

ど
、
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。

農
業
委
員
の
活
動
を
始
め

て
２
年
目
で
す
が
、
女
性
委

員
の
研
修
交
流
会
な
ど
を
通

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
意

見
交
換
が
で
き
、
た
く
さ
ん

の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
農
業
委
員
と
し
て
、

多
く
の
農
業
者
と
の
つ
な
が

り
を
広
げ
、
気
軽
に
相
談
し

て
も
ら
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

（
舞
鶴
市
農
業
委
員
会
・

岡
本
厚
美
委
員
）

し
た
い
」
「
農
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
と
い
う
想
い

か
ら
、
思
い
切
っ
て
仕
事
を

辞
め
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
舞
鶴
特
産
の
万

７
年
前
に
大
阪
か
ら
実
家

の
あ
る
舞
鶴
へ
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
下
東
地
区
で
夫
と
農
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。
私
も
夫

も
「
自
然
の
中
で
子
育
て
を

ク
イ
ズ
形
式
で
子
ど
も
た
ち
に
出

題
。
み
ん
な
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」

で
食
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
家
で
食
べ
な
い
の
に
、
こ
こ
で

は
旬
の
野
菜
を
食
べ
て
く
れ
る
」

「
本
当
に
助
か
る
し
、
と
て
も
美お

味い

し
か
っ
た
」
な
ど
、
地
域
の
お
母
さ

ん
や
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
声
が
活
動

の
原
動
力
と
政
代
さ
ん
は
語
る
。

地
元
の
野
菜
が
美
味
し
い
と
伝

え
、
お
母
さ
ん
を
助
け
て
地
域
の
人

を
笑
顔
に
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
活
動
」
と
実
感
し
た
。

（
宇
治
市
農
業
委
員
会
・
今
村
正

喜
委
員
）

小
山
貴
裕
さ
ん
、
政
代
さ
ん
夫

妻
は
、
地
元
の
野
菜
で
料
理
を
作

り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
う
食
事
会
「
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
（
い

こ
い
）
」
を
昨
年
12
月
か
ら
毎
月

実
施
し
て
い
る
。

食
材
に
使
う
の
は
、
主
に
小
山

農
園
と
近
所
の
農
家
仲
間
が
提
供

す
る
旬
の
野
菜
。
会
場
の
槇
島
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
学
童
帰
り

の
小
学
生
や
部
活
帰
り
の
中
学

生
、
そ
の
母
親
や
近
所
の
お
年
寄

り
が
集
い
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
前
ま
で

子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て
い
た
政

代
さ
ん
の
経
験
を
活
か
し
て
、

「
小
山
農
園
の
社
会
貢
献
活
動
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

政
代
さ
ん
を
中
心
に
地
元
の
Ｊ

Ａ
女
性
部
の
協
力
で
調
理
し
、
午

後
６
時
に
な
る
と
小
山
さ
ん
夫
妻
や

参
加
し
て
い
る
お
母
さ
ん
や
子
ど
も

た
ち
が
配
膳
を
手
伝
い
、
貴
裕
さ
ん

が
献
立
の
説
明
や
料
理
の
作
り
方
を

農
園
の
野
菜
で
食
事
会
を
毎
月
開
催

舞
鶴
に
Ｕ
タ
ー
ン

万
願
寺
甘
と
う
で
新
規
就
農

舞
鶴
に
Ｕ
タ
ー
ン

万
願
寺
甘
と
う
で
新
規
就
農

舞
鶴
に
Ｕ
タ
ー
ン

万
願
寺
甘
と
う
で
新
規
就
農

収
穫
し
た
万
願
寺
甘
と
う
を

Ｐ
Ｒ
す
る
岡
本
委
員

小 山 農 園

小山貴裕さん政代さん
宇治市

ＩＫＯＩ（いこい）を運営する小山さん

一家（７月10日）

オクラや星型キュウリな

どの星がいっぱいの七夕

メニュー（７月10日）

京
都
ス
マ
ー
ト
農
業
勉
強
会


月
･


日
開
催
入
場
無
料
参
加
者
募
集

Ｆ
ｉ
を
用
い
て
通
信
費
用
を
無
く
し
て
い

る
。こ

の
装
置
を
設
置
す
れ
ば
、
大
き
な
振

動
を
感
知
し
た
セ
ン
サ
ー
周
辺
の
み
の
見

回
り
で
済
む
た
め
、
集
落
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。
補
修
作
業
の
迅
速
化
に
よ
り
、

農
作
物
被
害
の
減
少
が
期
待
で
き
る
。

野
生
動
物
か
ら
農
作
物
を
守

る
恒
久
的
な
獣
害
防
護
柵
は
府

内
で
約
４
千
㎞
が
整
備
さ
れ
、

被
害
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
が
、
防
護
柵
の
見
回
り
点
検

や
補
修
な
ど
の
保
守
管
理
が
集

落
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

農
林
セ
ン
タ
ー
環
境
部
で

は
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
新
技

術
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
（
低
消

費
電
力
で
長
距
離
の
デ
ー
タ
通

信
を
可
能
と
す
る
無
線
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
防
護
柵
の
侵

入
感
知
装
置
を
開
発
し
、
現

在
、
府
内
２
カ
所
（
京
田
辺

市
、
京
丹
波
町
）
で
実
証
と
普

及
に
向
け
た
試
験
を
行
っ
て
い

る
。こ

の
装
置
は
、
振
動
セ
ン
サ

ー
を
取
り
付
け
た
獣
害
防
護
柵

に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
衝

撃
を
与
え
る
と
、
セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
た

振
動
の
強
度
と
時
刻
を
、
人
家
に
設
置
し

た
基
地
局
経
由
で
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
表
示
す
る
仕
組
み
。
セ
ン
サ
ー
と
基

地
局
間
の
通
信
に
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
を
、
基
地
局

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
間
の
通
信
に
Ｗ
ｉ


農
林
セ
ン
タ
ー

防護柵侵入感知装置のイメージ

獣害防護柵の侵入感知装置を開発

多くの生産者･バイヤーが参加多くの生産者･バイヤーが参加
(売り手事業者×買い手社)

販
路
開
拓
に
期
待

き
ょ
う
と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

南
丹
市
農
委
会


月
総
会
で

筆

㌶
の
非
農
地
判
断
へ

農
地
利
用
状
況
調
査

地
域
別
に
結
果
を
検
討
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地域別検討会（南丹市日吉町、月日)
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